
原案 修正案

1 全体 - 全体

第２次総合計画の評価、取組
の結果を入れてもらいたい。

策定にあたっては、項目ごと
に第２次総合計画の評価を行
い、計画に反映させている。
表記については、検討する。

（追加） 序論に「２　第２次総合計画の
評価」という項目を追加する。

企画定住課

2 全体 - 全体

横文字や難しい表現には注
釈を付けてもらいたい。

全体的に表現を見直して、わ
かりにくい部分については、
注釈を付けるなどして対応す
る。

（追加） わかりにくい部分に注釈を追
加する。

企画定住課

3 全体 - 全体

「一人一人」という表記がある
が、糸魚川市では過去から
「一人ひとり」と表記している。
「一人ひとり」としてもらいた
い。

表記方法について検討する。 一人一人 一人ひとり

企画定住課

4 序論 10 人口の現状と将来展望

年齢３区分（年少人口、生産
年齢人口、老年人口）が実態
にそぐわなくなってきている。
高校進学率も100％なのに、
高校生も含め生産年齢人口
は実態とあっていない。糸魚
川市独自の区分に見直さな
いのか。

国としてもこの３区分であり、
他市との比較する際にもこの
３区分が基準となるため、現
行のままとする。

修正なし 修正なし

企画定住課

5 序論 10 人口推移

人口推移について、他市と比
較できる資料を追加してもら
いたい。県内を含め、県外で
も小谷村や朝日町といった県
境の町も含め検討してもらい
たい。

今後、上越エリア全体で考え
る必要もあるので、参考資料
として、他市の状況等の資料
を追加する。

（追加） 参考資料として他市の人口の
状況を掲載する。

企画定住課

6 序論 12 社会動態

減少幅は徐々に縮小していく
と推計されると書かれている
が、移動の中身は。

全体の人口規模が縮小して
いくため、転入者数、転出者
数とも減少していくということ。
個々の移動についての内訳
ではなく、全体に移動率の推
計値を用いて算出したもの。

修正なし 修正なし

企画定住課
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7 序論 13 年齢階層別人口移動

「20代前半までの転出超過者
数に対して・・・」という表現が
わかりにくい。

表現については、再度精査す
る。

「20代前半までの転出超過者
数に対して、20代後半での転
入超過者数が、女性では約２
割と若年層での人口の流出
傾向が顕著です。」

「特に女性では、20代前半ま
での転出超過者数に対して、
20代後半での転入超過者数
の割合が約２割と若年層での
人口流出傾向が顕著です。」

企画定住課

8 序論 13 年齢階層別人口移動

男性で50歳から64歳までで転
入超過となっている。コロナと
いう状況もあるのかもしれな
いが、都会からの転入もある
ようだ。この辺を少し強調して
もらいたい。

明確な理由はわからないが、
実際に増えているので、その
記述は追加するようにした
い。

（追加） 男性では、50代から60代前半
にかけて転入超過となってい
ます。

企画定住課

9 序論 13 年齢階層別人口移動

グラフの15歳～19歳の転出
超過に「大きく転出超過」、25
～29歳の転入超過に「わずか
に転入超過」とあるのは、人
口流出を意図的に強調してい
るのではないか。

転出される方に対して、転入
される方が少ないという課題
認識を重要に捉えたいという
ことで、このような表現とし
た。

修正なし 修正なし

企画定住課

10
基本
構想

18-30 基本構想

基本構想に３県の結節点プラ
ス日本海という十字型経済圏
といった考え方を踏まえたま
ちづくりについての記述が必
要である。

東西の境界という本市の位置
付けは非常に重要であり、将
来像でも記述している。また、
具体的に基本計画でも記述し
ているが、基本構想での記述
についても再確認する。

施策の大綱「第３章　にぎわ
いと活力のあるまちづくり」
また、地域資源を活用した新
たな産業の創出や・・・

施策の大綱「第３章　にぎわ
いと活力のあるまちづくり」
また、地域資源や交通・物流
ネットワークを活用した新たな
産業の創出や・・・

企画定住課

11
基本
構想

18 目指すまちの将来像

交流都市としての結節点とし
ての位置付け、人・物・文化
の交流を通じて発展してきた
本市の歴史的背景の記述が
抜けている。

人と物の交流という観点で記
述しているが、表現について
見直しを検討する。

（追加） 将来像の説明に項目を追加。
「交流」とは
日本の東西結節点であり、海
と山とを結ぶ交通の要衝とい
う地の利を活かした人や物、
文化などの交流により発展し
てきた本市の歴史と未来への
更なる発展を目指すまちを表
しています。

企画定住課

12
基本
構想

19 計画の全体像

第２次総合計画では「30年先
も持続可能なまちづくり」とし
ていたが、「30年先」を取った
理由は。

30年と期間を明記するのでは
なく、持続可能性が必要とい
うことで、30年先を今回削除し
た。

修正なし 修正なし

企画定住課
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13
基本
構想

19 計画の全体像

健康が第１章となっている
が、地域経済が重要であり、
第１章、教育と子育てが第２
章、健康は第３章でよいので
はないか。

章の順番が分野ごとの優劣と
いうことではなく、すべてが大
切であると考えているので、
章の並びはこのままとしたい
と考えている。

修正なし 修正なし

企画定住課

14
基本
構想

19 計画の全体像

将来像の「翠」の説明に「広が
る日本海」「透き通る空」とあ
り、糸魚川のイメージは青だ
と思う。イメージ図が緑過ぎ
て、海や青空といったものが
伝わらない。

全体のイメージとして、生命
力をイメージして緑色を基調
としており、統一感を持たせる
ため、現行のままとする。

修正なし 修正なし

企画定住課

15
基本
構想

19 計画の全体像

計画のイメージで第１章から
第６章まで円形で配置されて
いるが、１から６章までを時計
回りで順番に配置されていな
いのはおかしいのではない
か。

横書きの文書の場合、視線
は左から右、上から下という
順番で動くため、現行のまま
の並びとする。

修正なし 修正なし

企画定住課

16
基本
構想

20-21 持続可能なまちづくり

ＳＤＧｓを推進する上で、ジオ
パークを絡めると、市民にとっ
て分かりにくくなるのではない
か。また、市民活動として展
開されるのか。

ジオパークの理念は保護保
全だけではなく、地域に誇りと
愛着を持つことである。ＳＤＧ
ｓもまちづくりも推進するため
には、みんなで同じ方向に向
かって進む必要があり、ＳＤＧ
ｓと理念が同じであるジオ
パーク活動により、持続可能
なまちづくりに向けて取組を
進めたい。

修正なし 修正なし

企画定住課

17
基本
構想

22
まちづくりの重点課題
⑴人口減少対策

人口減少に対する危機感を
もっと出してほしい。

人口減少は多方面に影響を
与えることから、表現につい
て見直しを検討する。

・・・市民生活を営む上で必要
な機能の維持が困難になる
など、様々な問題が懸念され
ています。

・・・人口減少を最小限に食い
止める対策に取り組む必要
があります。

・・・市民生活を営む上で必要
な機能の維持が困難になる
など、市民生活や経済活動に
大きな影響が出てきていま
す。
・・・人口減少を最小限に食い
止める対策が必要です。

企画定住課

18
基本
構想

22
まちづくりの重点課題
⑴人口減少対策

人口減少に対する危機感を
あおるだけあおっておいて、
社人研のデータを示して、こ
れだけ減りますという計画で
はなく、人口が増える目標とし
た計画にすべきである。

国全体で人口が減少していく
中、人口を増やすことは困難
であり、人口減少対応を戦略
的に進めることで、少しでも減
少に歯止めをかける必要が
あると考えている。
また、住み続けたくなるまちづ

修正なし 修正なし

企画定住課
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19
基本
構想

22
まちづくりの重点課題
⑴人口減少対策

目標達成指標が人口だけで
は、どのような人口構成にし
たいのかがわからない。若年
層の割合を増やすなどの目
標はないのか。

目標人口だけでは、推計との
比較がわかりにくかったの
で、推計人口を表記したが、
年齢区分による構成割合等
についても表記方法を検討す
る。

（追加） 年齢３区分の人口内訳を追
加する。

企画定住課

20
基本
構想

25 施策の大綱　第１章

例えば「人生100年時代」とい
う分かりやすいキーワードを
入れたほうが良いのではない
か。

記載について検討する。 （追加） 前文に追加：
人生100年時代を見すえた
「誰もが生き生きと暮らせるま
ちづくり」を進めます。

健康増進課

21 １章 36 現状と課題

健康寿命はここでは「平均自
立期間」と表示されているが、
意味は同じととらえられる。健
康寿命に統一したほうが分か
りやすいのではないか。

「平均自立期間」は、健康寿
命と意味は同じだが、国が算
出する健康寿命と健康増進
課資料で提示したデータは国
保データベースシステムによ
るものであり、計算式が違う
ためこのような表現とした。健
康寿命の方が分かりやすい
ようなら、変更し、注釈で説明
とする。

平均自立期間
※２平均自立期間：「日常生
活動作が自立している期間
の平均」を健康な期間として
算出。

・全て「健康寿命」に変更。
・注釈の記載に追加：ここで
は、国保データベースシステ
ムによりよる、日常生活動作
が自立している期間の平均
「平均自立期間」。

健康増進課

22 １章 36 現状と課題・トピック

糸魚川市は、介護保険料が
県内でも安く、高齢者が現状
で生き生き暮らしており、全国
平均の健康寿命を出して、高
齢者に優しく生きやすい町で
あることをぜひ伝えていただ
きたい。

示し方の工夫と説明を加え、
糸魚川市の高齢者が元気で
ある状況もわかるようにデー
タを示したい。介護保険料の
示し方は、福祉事務所と調整
したい。

・トピックの図下の説明文：平
均寿命と平均自立期間の差
は、…不健康な期間の短縮
が課題です。

・国の健康寿命は令和２年度
の数値がないため、比較でき
ない。
・トピックの図下の説明文修
正：平均余命と健康寿命の差
は、日常生活に制限のある期
間を意味します。健康寿命が
延伸することで、健康保険や
介護保険等の負担軽減にも
つながります。

健康増進課・
福祉事務所

23 １章 36 現状と課題

「不健康な期間」という表現
は、ここでの意味合いとして
ふさわしくないのではないか。

マイナスのイメージも強く、誤
解をされやすいので、表現を
修正します。

「不健康な期間」が延びてい
ます。

自立した生活を送れない期間
が延びています。

健康増進課
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24 １章 37 施策の方向

②運動習慣の定着について
は、1人でもできる運動のプロ
グラム作りや普及啓発を進め
てもらいたい。

運動を取り入れた健康づくり
が大切であることについて市
民周知を図ります。また、高
齢者でも可能な筋力トレーニ
ングの方法など周知を図りま
す。
なお、具体的な取組内容とな
るため、計画には記載しな
い。

修正なし 修正なし

健康増進課

25 １章 37 施策の方向

③フレイル予防には歯の健康
も大切であることを示してほし
い。

食べること・口腔の健康につ
いて分かり易く表示します。

・加齢による虚弱状態（フレイ
ル）に早期に気づき、フレイル
予防に取り組めるよう普及啓
発に取り組みます。
・フレイル予防3つのポイント
（図）

・加齢による虚弱状態（フレイ
ル）に早期に気づき、栄養・口
腔機能改善、運動、社会参加
によるフレイル予防に取り組
めるよう普及啓発に努めま
す。
・図のレイアウト変更

健康増進課

26 １章 37 施策の方向
フレイル予防3つのポイントの
図が小さくて見づらい。

見やすいようにレイアウトを変
更します。

（修正） 別途レイアウト変更
健康増進課

27 １章 37 施策の方向

自殺者対策として生きがい対
策が課題。65歳以上を高齢
者扱いせず、高齢者が生涯
働き続けることができる社会
づくりが重要。

市民誰もが生涯を通じて健康
で生き生きとした生活を営む
というのは一番の願い。その
思いを込めて計画策定した
い。

②高齢者の生きがいづくりと
介護予防の推進
・健やかな高齢期を送るた
め、市民自ら健康の保持・増
進に取り組む意識の醸成を
図り、健康づくりやボランティ
アなどの生きがいづくり活動
への積極的な参加を促進しま
す。

②高齢者の生きがいづくりと
介護予防の推進
・健やかな高齢期を送るた
め、市民自ら健康の保持・増
進に取り組む意識の醸成を
図ります。
・高齢者が、社会の一員とし
て、いつまでも地域で活躍し
続けられるよう、健康づくりや
生きがいづくりを支援し、「生
涯現役社会」の実現を目指し
ます。

福祉事務所

28 １章 36-37 現状と課題

自殺者数が国の値を上回る
年もあるという課題について
の数値データを示した方が良
い。65歳以上を高齢者扱いせ
ず、働く高齢者を増やすこと
が生きがいづくりにつながる。

自殺対策の詳細は自殺対策
計画で示している。ここでは
紙面の制限もあるため、参考
資料として付けるのか、入れ
込むのか企画定住課と調整
したい。

・自殺者の約半数を…相談・
支援体制の強化と高齢者の
生きがいづくりが課題となって
います。
④こころの健康づくりの推進

・参考データ別途作成
・高齢者が元気に仕事や社会
活動を続けられるような、生き
がいづくりが課題となっていま
す。
・④の文章に追加：また、高齢
者の就労や社会参加など生
きがいづくりを支援し、高齢者
の自殺予防につなげます。

健康増進課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

29 １章 39 現状と課題

「かかりつけ医」とあるが、７
年先にどのような状況になる
のか現状と課題の中で触れ
た方がよいのではないか。

意見のみで回答なし （追加） 市民に身近な診療所が減少
しつつあり、かかりつけ医の
確保が課題です。

健康増進課

30 １章 44 施策の方向

市長公約である看護師養成
所の設置が記載されていな
い。

重点事項と同様の記載をす
る。

（追加） 看護師等養成学校若しくは、
看護学校のサテライトキャン
パス誘致に向けた検討を進
めます。

健康増進課

31 ２章 52-53 トピック
文字や図が小さい。不要な文
字を削って図を大きく分かり
やすいものに。

トピックの内容を見直し、修正
する。

（修正） イメージ図を修正
福祉事務所

32 ２章 59 施策指標

大規模改修の実施校数が最
終目標まで12校というのは、
適正配置にした場合の学校
数ということか。

大規模改修の定義が分かり
ずらいので、現在大規模改修
を進めている中学校に絞って
指標を修正。

（修正） 指標を修正

こども課

33 ２章 61 施策の方向

外部の意見を取り入れるた
め、図書館協議会の設置はし
ないのか。

図書館協議会は、現在、設置
していないが、今後、検討して
いきたい。
計画では施策の報告③の施
設の適正管理と有効活用の2
点目に含まれるため原案どお
りとする。

修正なし 修正なし

生涯学習課

34 ２章 61
現状と課題
施策の方向

ヤングケアラーの文言を盛り
込んでほしい。

47ページ、「③課題を抱える
家庭への連携した対応」に含
んでおり、記載しない。

修正なし 修正なし

こども課

35 ２章 61 施策の方向

図書館を駅北の復興エリアに
建設するように言っている
が、整備についてはどうする
のか。
駅北に本を設置してあるとの
ことだが、読みやすく工夫して
ほしい

今後、市民図書館の整備を
含め、あり方を検討していき
たい

施設の適正管理と有効活用
にあり方の検討について記載
があり、原案どおりとする。

生涯学習課

36 ２章 61 施策の方向

どこに図書館を建設しても、
利用できない人はいるので、
不公平感がある。電子書籍を
導入してはどうか。

図書館向けの電子書籍につ
いては課題も多く、今後も導
入に向けた検討を続けてい
く。

社会情勢の変化に対応した、
図書館サービスの在り方につ
いて検討を進めます。

「社会情勢の変化に対応し新
しい技術を取り入れた、図書
館サービスの在り方について
検討を進めます。」に修正す
る。

生涯学習課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

37 ２章 61 施策指標

現状と課題で、資料の貸出以
外の利用についての記載が
ある。指標について、人口一
人あたりの貸出冊数となって
いるが、変更の必要があるの
ではないか。

指標の見直しについて、検討
する。

図書館の標準的な指標であ
る「市民一人あたりの貸出冊
数」

指標に「図書館利用者数」を
追加する。

生涯学習課

38 ２章 61 施策の方向

電子書籍については、貴重な
資料を対象に初めて行っては
どうか。

社会情勢の変化に対応した、
図書館サービスの在り方につ
いて検討を進めます。

「社会情勢の変化に対応し新
しい技術を取り入れた、図書
館サービスの在り方について
検討を進めます。」に修正す
る。

生涯学習課

39 ２章 63 施策指標

指標の最終目標が平成28年
度より低いので、施策の方向
に合うよう上げるべきでない
か。

見直して設定する。 スポーツ施設市民一人当たり
の利用回数
R10目標は4.7回

一人の市民が公の施設でス
ポーツ活動を行う回数
R10目標は9.9回 生涯学習課

40 ２章 65 施策指標

文化施設利用回数の注釈
に、ビーチホールまがたま（と
能生マリンホール）がないが
いかがか。

ビーチホールまがたまと能生
マリンホールの利用者も対象
施設とし、数値として加える。

注釈※3　糸魚川市民会館・
青海総合文化会館利用者数
/人口

注釈※3　糸魚川市民会館・
青海総合文化会館・ビーチ
ホールまがたま・能生マリン
ホール利用者数/人口
【指標２行目の数値も変更す
る】

文化振興課

41 ２章 66 現状と課題

「ジオパークの拠点施設であ
り…施設や機能の充実が必
要」の中の“機能”は具体的に
どのようなものか。具体的に
示した方が良いのではない
か。

博物館の４つの機能として
「研究、教育、展示、収蔵」を
示している。市民にわかりや
すくということであれば修正を
加えていきたい。

「ジオパークの拠点施設であ
り、引き続き、展示などの施
設や機能の充実が必要で
す。」

「ジオパークの拠点施設であ
り、引き続き、展示などの施
設や機能（研究・教育・展示・
収蔵）の充実が必要です。」 文化振興課

42 ３章 68 現状と課題

①高校生求人説明会の写真
何時、何年生が対象か。
②３年生では既に決まってい
る。もっと早くから企業PRに努
めてほしい。

①例年10月の解禁で３年生
が対象。
②進路指導の先生によれば、
本命１社ともう１社に絞ってい
るとのこと。ここ数年、白嶺高
校、海洋高校とも、地元就職
に力を入れており、今後の傾
向に期待したい。

商工観光課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

43 ３章 70 トピック

①従業者数が300人減ってい
る理由は何か。
②把握・分析していないとは
何事か。専門家のはず。

①工業統計のアンケート調査
結果であり、詳細は把握して
いない。
②原因の把握に努める。

原因：調査回答事業所の減
＝従業者数の減。当該年の
事業所の調査回答状況によ
り、数字が上下する。

トピック　工業の概要（グラフ） トピック　事業所数及び従業
者数（グラフ）

■変更理由：左記の理由から
なるべく変動幅が少なくなるよ
うに、出展を経済センサスに
変更し、全事業所の数値を使
用する。

商工観光課

44 ３章 71 施策の方向

企業誘致の後に「・工場誘致」
を入れて欲しい。働く場所が
必要。

産業団地への企業誘致と記
載しており、当然、工場も想
定している表現である。

修正なし 修正なし

商工観光課

45 ３章 71 施策の方向

メタンハイドレードの研究状況
はどうか。市としての考えを出
すべき。

新潟県が研究を進めていると
聞いている。能生沖のカニ漁
に影響も心配される。状況を
注視する。（環境生活課所
管）

修正なし 修正なし

商工観光課

46 ３章 71 施策の方向

地の利を生かした企業誘致を
望む。（白馬村のスノーピーク
やノースフェイス）

糸魚川でも海や山の好条件
を活かした企業誘致に取り組
みたい。

修正なし 修正なし

商工観光課

47 ３章 71 施策の方向

商店街には限界があるという
ことは誰もが理解するところ。
点在する魅力的な商店にも
フォーカスを。

商店街としての活動も支援し
たいため、商店街以外の部分
の記載を検討する。

（追加） 中心市街地以外にも、市内に
は魅力的な小売店や飲食店
が立地していることから、情
報発信することにより市内全
体の商業の活性化を図りま
す。

商工観光課

48 ３章 71 施策の方向

コロナ禍で事業承継の支援
が重要になる。効果的な廃業
防止等の支援を望む。貸付
金の返済が始まる。今までと
違うやり方が必要。

これまでに経験のないコロナ
禍であり、今後も国や県の支
援の状況を見ながら、市とし
て必要な支援を検討する。

企業、事業者等の後継者対
策のため、商工団体と連携す
るほか、国等の事業承継支
援制度を活用して、円滑な事
業承継を支援します。

事業者等の後継者対策や廃
業防止のため、商工団体と連
携するほか、国等の事業承
継支援制度を活用して、事業
再編や事業統合等を含めた
円滑な事業承継を支援しま
す。

商工観光課

49 ３章 73 施策の方向

販路拡大に新幹線の活用を
検討すべき。車内販売エリア
が空いている。

当市では実現に至っていない
が、首都圏だけではなく、軽
井沢や大宮など、ターゲットを
定めて実現させたい。

修正なし 修正なし

商工観光課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
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50 ３章 73 施策の方向

事業者だけを相手にせず、モ
ニターからの展開が必要。ふ
るさと納税など、ECの取組は
重要。

市内事業者はBtoBが多い
が、BtoCも必要であり、市が
設置するECサイトやふるさと
納税の取組を推進する。

修正なし 修正なし

商工観光課

51 ３章 73 施策の方向

②６次産業化の推進につい
て、農業者の所得向上や雇
用の促進につながることか
ら、内容を見直し、本文に追
加したほうが良い。

施策の方向の内容について、
検討する。

・農林水産物の付加価値を高
めるため、６次産業化を推進
します。

・農林水産物の付加価値を高
めるため、生産、加工、販売
の一体的な取り組みによる所
得向上ど、経営の安定化に向
けた取り組みを推進します。

農林水産課

52 ３章 75 施策の方向

姫川港の整備の目的に、ク
ルーズ船の誘致を記載できな
いか。

姫川港へのクルーズ船の入
港は、物理的には不可能で
はないが、現実的にはかなり
難しい。

修正なし 修正なし

商工観光課

53 ３章 75 施策の方向

松本糸魚川連絡道路のルー
ト帯イメージ写真は、かなり前
からのものであるので、図の
変更をしたほうがよいのでは
ないか。

最新の写真等を確認して検
討したい。

（事業主体の新潟県へ写真
の確認をしましたが、更新の
予定がないとのことから、市
独自での作成もしないこととし
たい。また、西中バイパスの
写真は、基本計画5章4節3項
でも使用していることから、こ
こではこのままの写真記載と
する。）

建設課



原案 修正案
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計画への反映
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54 ３章 76 現状と課題

近年の米価の下落などにお
いて、農業者の所得にも影響
がある。現状に追加したほう
が良いのではないか。

コロナ禍の影響において、令
和３年産米のJAの仮渡金が
昨年産よりも下落している。
総合計画は、今後７年間の計
画でも、米価の状況は、市場
において変動するため、予測
がつかない状況である。
総合計画には、現状と課題に
は、記載していないが、稲作
と併せて、園芸等も推進して
いるので、関係機関と連携
し、農業者の所得向上と安定
化に努めていきたい。
また、農作物の収入減少への
対策として、収入保険制度や
ナラシ対策などのセーフティ
ネットもあることから、その加
入促進へ啓発していきたい。

修正なし 修正なし

農林水産課

55 ３章 77 施策の方向

担い手に対する農地集積を
進める記載されているが、ど
のような形で進めて行くの
か？

現在、市内で地元からの要望
により、ほ場整備での農地を
拡大し、担い手へ集積するこ
とで、農作業の効率化を図っ
ており、県と連携して進めて
いる。

修正なし 修正なし

農林水産課

56 ３章 77 施策の方向

十日町市では、整備をせずに
観光資源として集客ができる
有名な棚田がある。当市にも
同様に昔のままの姿で残す
べき棚田があるのではない
か？
また何か所くらいあるのか？

棚田については、平場に比べ
維持管理に多くの労力を要し
ます。景観をいかして観光資
源とするのか農地としていか
すのかについては、個人財産
であることから、地域との話し
合いとなる。残したい棚田に
ついては、ほ場整備済みだ
が、谷根広田のほ場は景観
が素晴らしいと考えており、ほ
場整備をしながらも棚田の風
景を残すことも考えていきた
い。

修正なし 修正なし

農林水産課



原案 修正案
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57 ３章 77 施策の方向

十日町市の棚田は市有地で
あり、観光客に対しトイレの利
用や山菜の採取などのマ
ナーの厳守に力を入れてい
る。棚田を観光スポットとする
には、収入面だけではなく、
受入れの対策も必要と必要と
考えますので、検討をお願い
します。また、観光+棚田のリ
ンクの検討してください。

修正なし 修正なし

農林水産課

58 ３章 77 施策の方向

農業用施設の維持管理につ
いては、担い手が高齢化して
いることから、困難であると考
えるが、継続して管理できる
仕組みなどはないか。

日本型直接支払制度を活用
し、地域主体で話し合い、非
農家や都市住民を取り込ん
だ適正な維持管理が行える
体制を構築し、担い手を地域
全体で下支えする必要がある
と考えている。また、老朽化し
た農業用施設の補修・更新な
どによる維持管理の負担軽
減も実施する必要があると考
えている。これといった決定
打はないが、いろいろな角度
から検討していきたい。

修正なし 修正なし

農林水産課

59 ３章 77 施策指標

施策指標で中心経営体数と
あるが、どのような形態でな
のか？また、個人、法人をい
うのか。

令和２年度に実質化した人・
農地プランのおいて、今後の
地域の担い手として、中心と
なる経営体。個人、法人もお
られる。

修正なし 修正なし

農林水産課

60 ３章 77 施策の方向

経営の複合化による収益性
の高い安定的な農業経営の
実現との記載はあるが、果樹
などの表現も入れてほしい。

ほ場整備を契機とした、高収
益作物の導入の推進の記載
の中に、園芸作物など、高収
益作物の表現に含まれてい
る。

ほ場整備を契機とした高収益
作物の導入の推進・・・

ほ場整備を契機とした、園芸
などの高収益作物の導入の
推進・・・ 農林水産課

61 ３章 77 施策指標

中心経営体などの指標に説
明等がない。
何の意味の数値か把握でき
ないため、説明等を追記する
こと。

（追加） 施策指標（表）の下段に指標
の説明を追記。

農林水産課
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62 ３章 78 トピック

２つのグラフを並列にし、地場
産材使用率をゼロから表示す
れば見やすい。

見やすくなるようグラフ表記を
変更します。

（修正） グラフ表記を修正

農林水産課

63 ３章 81 施策の方向

①の４つ目
海産物の採取体験は、誤解
を招くので、サザエファームと
表示すべきである。

サザエファームと表示する。 海産物の採取体験やセリ市
の見学など・・・

（本文修正）
サザエファームの採取体験や
セリ市の見学など・・・

農林水産課

64 ３章 81 施策の方向

水産資源や漁業権の保護を
盛り込むべきである。

追加する。 ①
・内水面漁業の・・・
・海産物の採取体験や・・・

①
・内水面漁業の・・・
・稚魚、稚貝の放流等や漁業
権の啓発を推進し、水産資源
の保護に努めます。
・サザエファームの採取体験
や・・・

農林水産課

65 ３章 82 現状と課題

新型コロナウイルスの影響に
ついて記載がない。課題とし
て記載し、将来に向けて盛り
上がる形にしてもらいたい。

総合計画については、R10年
度目標としており、コロナ影響
については全体的に記載して
いない。
現状と課題についてコロナの
記載を検討する。

・本市の観光情報を容易に確
認できるよう、観光情報の一
元化を進めるとともに、様々
な観光
関係者と連携し、観光地域づ
くりを進める体制を強化して
いく必要があります。

・本市の観光業は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大による
影響が今後とも懸念されてお
り、観光情報の一元化を進め
るとともに、様々な観光
関係者と連携し、観光地域づ
くりを進める体制を強化して
いく必要があります。 商工観光課

66 ３章 83 施策の方向

重要なお客様の「満足度」に
ついて記載されていない

マーケティングに基づく観光
戦略について記載を検討す
る。

・（一社）糸魚川市観光協会
の体制を強化し、一体的な誘
客活動を推進します。

・（一社）糸魚川市観光協会
の体制を強化し、来訪者の満
足度など、マーケティングに
基づいた観光戦略と、一体的
な誘客活動を推進します。

商工観光課
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67 ４章 86 現状と課題

目に見えない障害のある人
への対応について

人権教育・啓発推進計画の
分野別人権施策の推進の中
で「障がいのある人」に記載し
ている。

修正なし 修正なし

環境生活課

68 ４章 86 現状と課題

「思いやり・やさしさ」から「権
利主体性」の強調の表記につ
いて、道徳的観点がなくなる
ということか。表記について
は、修正をして欲しい。

「思いやり・やさしさ」という心
の在り方も大切であるが、今
後は法に基づいた「権利主体
性」が重要となる。

これまでの人権教育・啓発
は、一人一人が個人の尊厳
を自覚し、人権意識を向上さ
せれば、おのずと人権侵害や
差別はなくなるという前提で
進められてきましたが、人権
は法によって守られているも
のであることから、「思いやり・
やさしさ」から「権利主体性」
への強調と、権利を侵害され
た場合に法を理解し、使いこ
なす力を育成する視点が必
要になっています。

これまでの人権教育・啓発
は、他者への「思いやり・やさ
しさ」という心のあり方を中心
に進めてきました。今後は、
心のあり方に加え、誰もが人
権が保障されている「権利主
体」を強調した人権教育・啓
発を進める必要があります。
また、自らの権利を守り、自
分らしさを実現できるために
は、法を理解し、使いこなす
力を育成することも必要で
す。

環境生活課

69 ４章 87 施策の方向

女性の審議会委員の登用に
ついての現状は。
選出方法を変更し、女性の登
用を進めてはどうか。

組織の代表が男性であった
り、専門職の当職により、女
性の登用が進んでいない状
況である。
今後、女性の登用が進むよう
に市全体で検討したい。

修正なし 修正なし

環境生活課

70 ４章 87 施策の方向

市役所における女性の管理
職（係長以上）の登用はどの
ようになっているか。

総務課で「特定事業主行動計
画」を策定し、登用を進めてい
ます。

修正なし 修正なし

環境生活課

71 ４章 88 現状と課題

何を言いたいのかわかりにく
い。トピックも市内の状況、例
えば未婚率などを示した方
が、より現状と課題の理解に
つながる。

若者同士のつながりから自分
磨きや学びにつなげ、将来的
な結婚へも結び付けたい。

結婚に対する～在り方が課
題です。

現状と課題中、年代別男女比
の違いを現状として記載し、ト
ピックを市内の未婚率の状況
に修正

企画定住課

72 ４章 88 トピック

首都圏在住者を中心としたア
ンケートを掲載しても意味が
ない。

トピックの内容の見直しにつ
いて検討する。

新型コロナウイルス感染症の
影響下における生活意識・行
動の変化に関する調査から、
「結婚への関心」

現状と課題中、年代別男女比
の違いを現状として記載し、ト
ピックを市内の未婚率の状況
に修正

企画定住課

73 ４章 88 現状と課題

「住み続けたいと思える魅力
あるまちづくり」の「魅力」とは
何か。

人づくりと考えている。 若者が住み続けたいと思える
魅力あるまちづくりに向け、学
ぶ機会やスキルアップの場を
支援する必要があります。

変更なし

企画定住課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

74 ４章 89 施策指標
「生産年齢人口の割合」の数
値は正しいのか。

20～39才の数値であり、記載
不足である。

生産年齢人口の割合 生産年齢人口の割合に（20～
39才）を加筆

企画定住課

75 ４章 91 施策の方向
移住サポートサイト「わたしの
いと」の掲載趣旨が分からな
い。

解説や移住経過等を記載す
る。

画像 分かりやすい画像に修正
企画定住課

76 ５章 94 トピック

蒲原沢土石流災害の概要が
集中豪雨となっているが原因
が違うと思うがどうか。

当時の気象状況等を踏まえ、
適正に修正したい。

集中豪雨による土石流 降雨と融雪による土石流

消防防災課
防災係

77 ５章 94 現状と課題

日本がおかれている地震の
状況をみて、地震に対する記
述とか津波に対する備えと
いったものが大事だと思うが
いかがか。

災害対応に関する記述につ
いては、基本計画か構想のと
ころに総合的に自然災害とい
う形で包括されるのか検討さ
せてもらいたい。
どの部分になるか明確に回
答できないが、文言は入れさ
せてもらう。

本市は、海岸、山岳、渓谷な
ど変化に富んだ自然に恵ま
れている反面、脆弱な地質と
急峻な地形のため、水害や地
すべりなどの危険箇所が多
く、加えて波浪災害や新潟焼
山による火山災害の危険性も
抱えています。

本市は、海岸、山岳、渓谷な
ど変化に富んだ自然に恵ま
れている反面、脆弱な地質と
急峻な地形のため、水害や地
すべりなどの危険箇所が多
く、加えて地震や津波災害の
ほか、新潟焼山による火山災
害の危険性も抱えています。

消防防災課
防災係

78 ５章 95 施策の方向

キターレを活用した防災教育
において、DVD等を活用して
大火で被災された方が来訪
者に向けて解説することもで
きるのではないか、今後７年
間どのように進めていくのか。

キターレは大火のものが中心
となっているが、災害を後世
に伝えていくような仕掛けを
今後考えていきたいし、消防
本部だけでなく関係課関係機
関と連携しながら進めたい。

－ －
消防防災課
防災係

79 ５章 95 施策の方向

情報伝達手段においてこれ
からの情報化社会を含めても
う一工夫していくという考え方
を明記していくべきだと思うが
いかがか。

今後、防災講座などにおいて
映像や写真等で見てもらえる
ような資料の作成や提供を考
えていきたい。
災害時にはマスコミ等関係機
関と連携強化を図りながら、
テレビやラジオなどからも発
信してもらえるような多重化を
図り、分かりやすい情報伝達
ができる体制づくりも引き続き
取り組んでいきたい。

－ －
消防防災課
防災係



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

80 ５章 95 施策の方向

情報社会だから情報を的確
に流して個人の危機管理能
力に期待するということもあ
る。情報を与えることによって
情報の拡大、集団心理による
パニックを抑えるという考え方
であり、そういうことを総合計
画に盛ってもらいたいし、もう
少し強化するべきだと思うが
いかがか。

災害情報をその地域だけで
はなく、受け取る側が必要な
情報をしっかり提供できる体
制づくりについて更に深めて
いきたい。マイタイムラインな
どの取り組みと合わせて、適
切な情報提供により、適切な
避難行動につながる体制づく
りをしっかりと進めていきた
い。

－ －
消防防災課
防災係

81 ５章 95 施策の方向

一人暮らし老人世帯は中山
間地だけではなく、町なかで
もあり非常に厳しい状態であ
る。いざとなったら、誰が誰を
助けるかということについて
はどのように明記していくの
か。

災害時の避難行動要支援者
の情報については、民生委員
や区長、自治会長に提供して
いるが、地区全体の名簿をも
らえないかと相談を受けたこ
ともある。個人情報の関係も
あり、そのまま渡すわけには
いかないが、地元の方が避難
行動を支援したり、防災活動
を進めるにあたって必要な情
報を適切に渡せる体制につ
いても研究していきたい。

－ －
消防防災課
防災係

82 ５章 95 施策の方向

災害お助け制度のようなもの
を作って、個人で避難が困難
な方は市に登録してもらい、
地区にも登録を促すようなも
のを今後整備していくという
一文がほしい。

― － －
消防防災課
防災係

83 ５章 95 施策の方向

市長が不在の場合の危機管
理体制がどうあるべきか、もう
一度しっかり考えてもらいた
い。【要望】

― ― ―
消防防災課
防災係



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

84 ５章 95 施策の方向

マイタイムラインの作成や取
組みについて文言を入れられ
ないか。

（総合計画を）たくさんの人が
見たときにマイタイムラインの
一行が入っていれば興味を
示す人もいると思う。新しい取
り組みとしてどこかに入れて
もらいたい。【意見】

出前講座のほか、中学校や
高校でも県と連携しながら、
マイタイムライン教室の開催
を進めている。その言葉をそ
のまま入れるのがいいのか
検討させてもらいたいと思う
が、防災の取り組みとして進
めていきたい。

出前講座や防災リーダー研
修などを通じて、市内で発生
した災害事例を再認識し、次
世代へ伝承するほか、新たな
避難情報や避難行動の周
知・啓発により、市民一人一
人の防災意識の高揚を図り
ます。

出前講座や防災リーダー研
修などを通じて、市内で発生
した災害事例を再認識し、次
世代へ伝承するほか、新たな
避難情報や自らの避難行動
を考えておくマイタイムライン
などの周知・啓発により、市
民一人一人の防災意識の高
揚を図ります。

消防防災課
防災係

85 ５章 95 施策の方向

ハザードマップ等の見直し、
各種対応マニュアルの適切な
見直しとあるが、いつまでに
やるというような日にちをいる
ことは可能か。

洪水ハザードマップについて
は、県で新たな浸水想定を今
年度から来年度にかけて、市
内約30河川を調査すると聞い
ており、来年度以降まとめた
形で公表したいと考えており、
時期を明記したほうが良いか
は検討させてもらいたい。
各種対応マニュアルについて
は、毎年見直しが必要となっ
ているものもあり、期限を定
めにくいと感じる。

－ －
消防防災課
防災係

86 ５章 95 施策指標

組織率の向上がどのような変
化を与えるのかわかりにく
い。

組織率については、実際そし
きされた世帯数を糸魚川市の
全体の世帯数で割っている数
字であり、自主防災組織のカ
バー率といったイメージでとら
えてもらいたい。本当は100％
が望ましいが、なかなか難し
いと感じている。

－ －
消防防災課
防災係

87 ５章 95 協働の取組

市民の取り組みというところを
わかりやすくできないか。

市民目線でみたときに、市民
がどういうことをすればよいの
かがわかる記述や表現に見
直したい。

市民・地域・事業者等は、自
助・共助の意識を持ち、平常
時から災害に備えつつ、積極
的・自主的な防災活動の継続
に努めます。

市民は、災害への備えについ
て家族や地域で話し合い、自
助の取り組みを確認します。

地域や事業者等は、自助・共
助の意識を持ち、平常時から
災害に備えつつ、自主的な防
災活動を継続して行います。

消防防災課
防災係
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88 ５章 95 施策の方向

こどもがハザードマップを見て
いる写真があるが、このなか
にこどもたちのことが一行も
書かれていないので、行政の
役割部分でもよいので、こど
もの防災教育の推進等を入
れる必要があるのではない
か。

こどもたちが小さいうちから糸
魚川市の災害の状況や歴史
を学習し、防災意識が身につ
いていくという姿が望ましいと
思うので、記載の部分はもう
少し強化したい。
郷土愛の醸成というところで、
地域と連携した防災教育をし
ていくという記述があるので、
そちらも合わせての取組とい
うことで進めていきたい。

糸魚川駅北大火など市内で
発生した災害について、児
童・生徒が生きた教材として
学べるよう、駅北広場「キター
レ」を活用した防災教育やふ
るさと学習を進めます。

第２章第２節第２項
③ジオパーク学習等による郷
土愛の醸成にも記載あり。

修正なし

消防防災課
防災係

89 ５章 95 施策の方向

こどもの防災教育が始まって
まだ何年も経っていないが、
こどもたちが大人になったとき
にしっかり糸魚川市を守って
いくということが一番大事なこ
とだと思うので、この中に記述
する必要があると思うがいか
がか。

こどもの写真もあるので、記
述を入れなければならないと
思う。

同上 同上
消防防災課
防災係

90 ５章 95 施策の方向

民間のピンポイントで発信し
ている気象情報を、料金は掛
かるがしっかりと把握しながら
対策を取る必要があると思う
がいかがか。

安心メールで情報を流す場合
には気象台から情報をもらっ
て流している。費用の面も含
めて、どういった活用ができる
のか研究していきたい。

－ －
消防防災課
防災係

91 ５章 95 施策指標

自主防災組織の組織率につ
いて、行政の努力がなくても
この数値に及ぶのではない
か。
活動自体が困難になっていく
団体が増えていくのではない
かと思うので、７年後160回を
目指すのは目標としてどうか
と思うがいかがか。

組織率はあくまでも参考とい
うこうとで、組織数をベースで
みていきたいし、世帯のカ
バー率ということで参考にして
いきたい。
各自治会がどれくらい日頃か
ら自主的な活動をしているの
か把握する部分が弱かったと
思うので、最終目標として各
自主防災組織が年２回程度
は何らかの活動をしていると
いうところまで引き上げていけ
ればと考えている。

修正なし 修正なし

消防防災課
防災係
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92 ５章 95 施策指標

組織されているところの高齢
化割合等を細かく見ていかな
いと、組織率だけ追い求めて
も人を救うという意味ではあ
まり意味がないのではない
か。

実際の数字だけで防災対策
の指標とするのは難しいと思
うが、全国や新潟県の集計と
の比較ができるといった利点
もあるので、指標の在り方とし
てはもう少し精査していきた
いと思し、自主防災組織の中
身自体を見ていく必要がある
と思うので、地域の実情に
合った行政側の支援も相談さ
せてもらいながら、できること
を進めていきたい。

修正なし 修正なし

消防防災課
防災係

93 ５章 95 施策指標

夜間と日中で、その地域にい
る年代や動きがとれる人など
その辺を意識した目標設定に
する方が、中山間地や町場を
色分けした中で把握していく
というところで目標を掲げて取
り組んでいくのがよいかと思う
が、漠然とただ組織率となる
と少し弱い気がする。【意見】

― － －
消防防災課
防災係

94 ５章 95 施策の方向

以前も大雪のときの情報把握
ということで、市民から現場の
情報をもらうという仕組みづく
りが大切だと訴えたが、こちら
から現場に入っていけないと
きに、現場にいる市民から情
報をもらうという連携がないの
で、そういった取組みはどの
ようにされるのか、計画に
盛ってもらいたいと思うがい
かがが。

行政側からの一方的内情報
提供ということではなく、市
民、企業、地域の方からいた
だく情報を適切に判断し、さら
に情報を提供するということも
必要になると思うので、そうい
う体制づくりに向けた記述に
見直したいと思う。

防災行政無線の適切な維持
管理を行うとともに、安心メー
ルなどSNSを活用した情報発
信手段を整備するなどの多重
化を図り、災害時の確実な防
災情報の発信に努めます。

防災行政無線の適切な維持
管理を行うとともに、安心メー
ルなどSNSを活用した情報発
信手段の多重化を図り、災害
時の確実な防災情報の発信
に努めます。
また、災害時における市民等
からの情報を活かせる体制づ
くりを進めます。

消防防災課
防災係
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95 ５章 95 施策の方向

スマートフォンで高齢者世帯
すべてがきちんと正しい情報
を受け取れるという糸魚川市
になってもらいたいので、命を
守るために情報を正確に受け
取り、こちらも正確に提供して
いくという取り組みを明記して
もらいたい。

総合計画審議会委員との意
見交換の際に、高齢者でも使
えない人ばかりではなく、遠
慮せずにデジタル化を進め
て、より適切な情報提供に繋
げていく体制が望まれるとい
う意見ももらっているので、デ
ジタル化の推進についても合
わせて取組を進めていきた
い。

第６章第１節第１項
②市民生活の利便性向上に
記載あり。

修正なし

消防防災課
防災係

96 ５章 95 施策の方向

ペットの同行避難について、
災害時にペット対応をどこか
に明記しなければならないと
思うので何らかの対応をお願
いしたい。

同行避難のところまでは記述
が足りないと思う。避難所に
おける同行避難については、
ペットを飼っている人が適切
に連れてくる体制や受け入れ
る側の避難者の理解を進め
ていく必要があると思うので、
それらへの理解が深まるよう
な対応にしていきたい。

地域住民や消防団、市職員
等が連携して行う避難所設営
訓練など実践的な防災訓練
を実施し、災害時の対応力向
上を図ります。

地域住民や消防団、市職員
等が連携して行う避難所設営
訓練など実践的な防災訓練
を実施し、避難所における感
染症対策のほか、ペット同行
避難受入れなど、災害時の対
応力向上を図ります。

消防防災課
防災係

97 ５章 94-95 施策指標

自主防災組織について、令和
元年から組織数は変わってい
ないが、７年後組織数という
のはどのように推移していく
のか。

今年の４月時点では81組織
であり、今後未設置のところ
に働きかけて組織化に向けて
支援していきたい。山間部の
小規模な集落であれば組織
を作ってまで活動する状況に
ないという事情を抱えたところ
もあり、100％を達成するのは
難しい。
近隣の自治会と連携して防災
体制を整えるという取り組み
も必要と考えており、協議・支
援を進めていきたい。

修正なし 修正なし

消防防災課

98 ５章 97 施策の方向

③海岸浸食対策の促進で、
海岸浸食対策事業として、ど
こをどのようにするかが不明
確である。
護岸堤の間を埋める対策が
必要ではないか。

詳細の整備については、第４
部主要事業一覧に記載する。

修正なし 修正なし

建設課
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99 ５章 97 施策の方向

③で、養浜事業はどこで必要
なのか調査してほしい。
また、今後どこでやるのか明
記してほしい。

現在、事業は竹ケ花地区で
護岸延伸事業、青海寺地地
区で潜堤整備事業を行ってい
る。第４部主要事業一覧に掲
載しているため、基本計画に
は記載しないこととする。

修正なし 修正なし

建設課

100 ５章 97 施策の方向

③関連で、住民からの情報を
どのように調査して報告する
か。
市道（寺町地内）で陥没の不
安がある声を聴いている。

現地を調査し、地元に回答す
る。

修正なし 修正なし

建設課

101 ５章 97 施策の方向

①河川・排水路の整備と適正
な維持管理で、河川改修等の
計画的な整備促進とあるが、
能生川の堤防整備等の文章
を入れてもらえないか。

第４部主要事業一覧に、防災
施設の整備促進事業として、
別に事業名、河川、排水路改
修事業で挙げているが、二級
河川能生川については維持
管理の小修繕は行っていくも
のの、現時点で堤防等の改
修工事の予定がないため記
載しないこととする。

修正なし 修正なし

建設課

102 ５章 97 施策の方向

②治山・砂防施設の整備で、
事業推進が記載されている
が、治山でいうと筒石や徳合
地区があるが、法枠は安全な
のか。

耐震基準の問題は把握して
おり、引き続き県へ要望す
る。

修正なし 修正なし

建設課

103 ５章 97 施策指標

姫川の河川整備状況の目標
であるが、地区名を記載して
いるだけで目標とする数値と
かを示していない。これは目
標としてどうか。

事業主体の高田河川国道事
務所と協議したが、進捗状況
が不明であり数値の表示は
できないので、現状標記のま
まとする。なお、指標に国の
事業であることを明記する。

姫川水系河川整備の状況 姫川水系河川整備の状況
（国県事業）

建設課

104 ５章 97 施策の方向

①で、流域治水という考え方
があるが、施策としての記載
は。また、たんぼダム等を整
備する予定はあるか。

堤防では、場所によってかす
み堤を整備する等の対策をし
ております。この地域にあっ
た整備、取組を考えてまいり
ます。

（追加） ・近年頻発している激甚な水
害や気候変動による今後の
降雨量の増大に備え、国・県
や関係機関など、集水域から
氾濫域にわたる流域全体の
あらゆる関係者が協働して、
水害を軽減させる流域治水
の取り組みを推進します。

建設課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

105 ５章 98 現状と課題

人材確保や育成という課題が
ないが、現状足りている、ある
いは計画があって大丈夫とい
うことか。

消防吏員が足りているかいな
いかについては回答を控える
が、定数93人のところ、現状
91人で体制を築いており、職
員研修等で人材育成を図り、
消防防災体制を強化してい
る。

記載なし 記載しない

消防防災課
庶務係

106 ５章 98 トピック

建物火災の件数が中間目標
2件、最終目標0件だがゼロを
めざすなら最初からゼロで良
いのではないか。

火災ゼロを目指しているの
で、火災件数はゼロとする。

中間目標２件 中間目標０件

予防課

107 ５章 98 トピック

駅北大火以前にも数多く大火
を繰り返してきた。過去の大
火を再確認のため入れた方
がよい。

記載について検討する。 （追加） トピックに過去の大火を掲載

予防課

108 ５章 98 現状の課題

大火が発生する危険性が記
載されているのであれば、貯
水槽や消防車の台数、近隣
市町との協力体制など付け
加えてほしい。

現状については事務報告等
で記載されている。

修正なし 修正なし

予防課

109 ５章 99 施策の方向

救急救命士と高規格救急車
の整備計画を載せるべきでは
ないか。

救急救命士については複数
乗車体制が整い、常に２名で
対応している。
ドクターヘリ要請のキーワード
方式というものがあり、より的
確な要請というものを心がけ
ている。
具体的な内容は実施計画に
記載しており、より高度化に
取り組んでいくが、もっと更に
取り組んでいきたいと考えて
いるので、どのような書き方
が良いのか見当させてもら
う。

③救急業務の高度化
・メディカルコントール体制を
基盤とした医療機関との連携
強化により、引き続き救急業
務の高度化を推進します。ま
た、継続した救急救命士の養
成により、救急車複数乗務体
制を維持します。
・救急ワークステーション※２
を活用した教育研修による救
急隊員の資質の維持向上を
図ります。

③救急業務の高度化
・メディカルコントール体制を
基盤とした医療機関やドク
ターヘリとの連携強化により、
引き続き救急業務の高度化
を推進し、高規格救急車や資
器材の整備更新を計画的に
行います。また、継続した救
急救命士の養成と人材確保
により、救急救命士複数乗務
体制を維持します。
・救急ワークステーションを活
用した教育研修による救急隊
員の資質の維持向上を図り
ます。

警防課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

110 ５章 99 施策の方向

ドクターヘリの運用も糸魚川
全域を網羅していないので、
ドクターヘリについても出動エ
リア拡大をここに明記してもら
いたい。

救急救命士については複数
乗車体制が整い、常に２名で
対応している。
ドクターヘリ要請のキーワード
方式というものがあり、より的
確な要請というものを心がけ
ている。
具体的な内容は実施計画に
記載しており、より高度化に
取り組んでいくが、もっと更に
取り組んでいきたいと考えて
いるので、どのような書き方
が良いのか見当させてもら
う。

③救急業務の高度化
・メディカルコントール体制を
基盤とした医療機関との連携
強化により、引き続き救急業
務の高度化を推進します。ま
た、継続した救急救命士の養
成により、救急車複数乗務体
制を維持します。
・救急ワークステーション※２
を活用した教育研修による救
急隊員の資質の維持向上を
図ります。

③救急業務の高度化
・メディカルコントール体制を
基盤とした医療機関やドク
ターヘリとの連携強化により、
引き続き救急業務の高度化
を推進し、高規格救急車や資
器材の整備更新を計画的に
行います。また、継続した救
急救命士の養成と人材確保
により、救急救命士複数乗務
体制を維持します。
・救急ワークステーションを活
用した教育研修による救急隊
員の資質の維持向上を図り
ます。

警防課

111 ５章 99 施策の方向

一人の消防職員を、救急救
命士に育てるのに長い年月
が掛かる。そうすると人員が
確保できなくなっていく。総合
計画のなかに、必要人員をあ
る程度の目標値として出す。

救急救命士については複数
乗車体制が整い、常に２名で
対応している。
ドクターヘリ要請のキーワード
方式というものがあり、より的
確な要請というものを心がけ
ている。
具体的な内容は実施計画に
記載しており、より高度化に
取り組んでいくが、もっと更に
取り組んでいきたいと考えて
いるので、どのような書き方
が良いのか見当させてもら
う。

③救急業務の高度化
・メディカルコントール体制を
基盤とした医療機関との連携
強化により、引き続き救急業
務の高度化を推進します。ま
た、継続した救急救命士の養
成により、救急車複数乗務体
制を維持します。
・救急ワークステーション※２
を活用した教育研修による救
急隊員の資質の維持向上を
図ります。

③救急業務の高度化
・メディカルコントール体制を
基盤とした医療機関やドク
ターヘリとの連携強化により、
引き続き救急業務の高度化
を推進し、高規格救急車や資
器材の整備更新を計画的に
行います。また、継続した救
急救命士の養成と人材確保
により、救急救命士複数乗務
体制を維持します。
・救急ワークステーションを活
用した教育研修による救急隊
員の資質の維持向上を図り
ます。

警防課

112 ５章 99 施策の方向

高規格救急車は高額である
のでそれらの配備計画につい
てもここに明記した方が良
い。大きな予算が掛かるもの
は、より上位計画に載せて実
施計画で予算要求をしていく
という形に移行するべきだと
思うがいかがか。

高規格救急車については、使
用頻度も上がっているため、
前倒ししてでも何とかしたいと
考えている。いまの意見をど
のような形で記載するかは、
検討させていただきたい。

③救急業務の高度化
・メディカルコントール体制を
基盤とした医療機関との連携
強化により、引き続き救急業
務の高度化を推進します。ま
た、継続した救急救命士の養
成により、救急車複数乗務体
制を維持します。

③救急業務の高度化
・メディカルコントール体制を
基盤とした医療機関やドク
ターヘリとの連携強化により、
引き続き救急業務の高度化
を推進し、高規格救急車や資
器材の整備更新を計画的に
行います。また、継続した救
急救命士の養成と人材確保
により、救急救命士複数乗務
体制を維持します。

警防課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

113 ５章 99 施策の方向

空家が増えている。県外から
の移住者も増えている。
消防としての対応は？

防火対策が手薄になってい
る。関係課や地区と連携して
対策を検討し進める。

修正なし 修正なし

予防課

114 ５章 100 現状と課題

チャイルドシートの着用率が
低いと記載しているが、現状
数値を把握しているか。また
目標値が必要ではないか。

全国と新潟県の数値を説明。
市の数値はないため、目標数
値としては掲載しない。
活動指標としての数値として
考えている。

修正なし 修正なし

環境生活課

115 ５章 100 現状と課題

チャイルドシートの着用率に
ついて、市の数値がないはず
がない。警察に確認している
のか。
着用率がないのであれば、率
を削除する方が良い。

本文の掲載については、検討
したい。

チャイルドシートの着用率が
低いこと、13歳未満の自転車
乗車時のヘルメット着用定着
化が課題となっています。

交通事故の死傷者の被害軽
減のためには、シートベルト
の着用とチャイルドシートの
使用を徹底するする必要があ
ります。

環境生活課

116 ５章 100 現状と課題
横断歩道の一時停止の徹底 交通安全指導や教育の中

で、交通ルールの遵守の啓
発を行う。

修正なし 修正なし
環境生活課

117 ５章 101 施策の方向

反射材の普及について 交通安全教室や啓発等でた
すきタイプ、バックルバンド、
キーホルダー等を配付し啓発
を行っており、今後とも推進し
ていく。

修正なし 修正なし

環境生活課

118 ５章 101 施策の方向

前照灯の早めの点灯の推進
について

新潟県の交通安全キャン
ペーンでもライトの早めの点
灯を推進しており、今後も啓
発を行う。

修正なし 修正なし

環境生活課

119 ５章 101 施策の方向

デイライト、昼間点灯の普及
促進のため、市がトップバッ
ターとしてやるべきではない
か。

デイライト、四輪車の昼間点
灯については、国でも法制化
を見合わせている状況であ
り、一部の自治体では実施し
ている。今後の状況を確認し
ながら、検討を進める。

修正なし 修正なし

環境生活課

120 ５章 101 施策の方向

防犯カメラの記載の追加
横断歩道の一時停止の徹底

防犯カメラの記載について、
後段と整合性を図りながら、
記載を検討する。

・防犯組合連合会を核とし、
関係機関、関係団体との連携
を図り、通学路等の防犯パト
ロールや不審者対策、高齢
者の特殊詐欺被害防止のた
め、地域住民の自主的な活
動を支援します。

・防犯組合連合会を核とし、
関係機関、関係団体との連携
を図り、通学路等の防犯パト
ロールや不審者対策、高齢
者の特殊詐欺被害防止のた
め、地域・住民の自主的な活
動を支援します。

環境生活課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

121 ５章 103 イラスト

警察の110番のように、消費
生活相談においてもインパク
トのあるイラストが必要ではな
いか。

全国どこでも、近くの消費生
活相談窓口に繋がる「118　い
やや」があるので、掲載を変
更する。

修正 消費者ホットライン
「118　いやや」の掲載

環境生活課

122 ５章 103 施策の方向

結婚相談詐欺、代引き等の
消費者トラブルが起きてい
る。イラストの変更はどうか。

イラストを変更する予定であ
り、内容を検討する。

修正 消費者ホットライン
「118　いやや」の掲載

環境生活課

123 ５章 103 施策の方向

アマゾン電子マネーのイラス
トの掲載について

イラストを変更する予定であ
り、内容を検討する。

修正 消費者ホットライン
「118　いやや」の掲載

環境生活課

124 ５章 107 施策の方向

自治体新電力会社設立のイ
メージについて

スキームを掲載することにつ
いて検討する。

修正 写真の代わりにスキームを掲
載する。

環境生活課

125 ５章 109 施策の方向

ごみ処理施設の写真は必要
ないのではないか。

クリーン作戦のような写真が
良いのではないか。

検討する。 修正 イメージ写真を修正

環境生活課

126 ５章 110 現状と課題

「効率的な土地利用のために
は、地籍調査は有効です」と
あるが、市民にとってどのよう
なメリットがあるのか。

土地の境界や面積、所有者
等が明らかになることにより、
土地利用の促進や、迅速な
災害復旧が図られることがメ
リットと考えている。

修正なし 修正なし

建設課

127 ５章 110 現状と課題

地籍調査の実施にあたり「地
域の理解を得る環境づくりが
必要です」とあるが、具体的
にどのように地域の理解を得
るのか。

調査の実施には地元の協力
が必要であるため、調査に入
りたい地区の区長さん等へ土
地利用の促進、迅速な災害
復旧といったメリットを説明
し、理解を得ていきたい。

修正なし 修正なし

建設課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

128 ５章 110 現状と課題

地籍調査は国が進めている
重要な事業である。また、地
域の理解を得ながら進めるこ
とも重要であるので、その2つ
を文章内に入れてほしい。

表現を修正する。 効果的な土地利用のために
は、地籍調査は有効ですが、
個人の利害も伴うことから、
地域の理解を得る環境づくり
が必要です。

効果的な土地利用のために
は、国が推進している地籍調
査は有効です。ただし、個人
の利害も伴うことから、土地
利用の円滑化や、迅速な災
害復旧など地籍調査のメリッ
トを説明し、地域の理解を得
ながら調査を進める環境づく
りが必要です。

建設課

129 ５章 111 施策指標

「地籍調査の推進」で令和2年
度は28計画区、最終目標の
令和10年度で38計画区とある
が、38計画区とはどの程度の
実績になるのか。また、目標
の達成に向けてどのように調
査を進めていくのか。

38計画区でも、全市的にみる
とわずかな実績となる。調査
の進め方については、現在は
能生地域でのみ調査を行って
いるが、令和5年度以降は調
査規模を拡大し、能生地域で
の調査を継続するほか、糸魚
川又は青海地域でも調査を
行いたいと考えている。
現在は担当者が監督業務を
行っているが、調査規模拡大
後は監督業務も委託する方
式に変更して担当者の負担を
軽減し、調査の進捗を図りた
いと考えていることから、令和
6年度以降の計画区が伸びる
形での指標となっている。

修正なし 修正なし

建設課

130 ５章 111 施策指標

「地籍調査の推進」で令和2年
度は28計画区とあるが、令和
2年度に28計画区が調査済と
いうことか。また、当市ではい
つから地籍調査が行われて
いるのか。

仰るとおり、令和2年度で28計
画区が調査済となっている。
当市では昭和61年度から能
生地域で調査を行っている。

（指標名）
地籍調査の推進

（指標名）
地籍調査完了計画区数

建設課
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131 ５章 111 施策指標

当市での地籍調査は100年か
かるとも言われているが、国
からなかなか補助がつかず
調査が進まないのか。100年
もかかる仕事があることは大
きい。今後もぜひ進めてほし
い。

近年、国では地すべり防止区
域に指定されている地区での
調査に優先的に補助をつけ
ており、当市でも地すべり防
止区域を含んだ地区を優先
的に調査したいと考えてい
る。また、地図のない地区で
の調査も行っていきたい。
市内に大きな仕事があること
になるが、市内には地籍調査
に係る有資格者が在籍する
測量業者がないことから、業
者の育成も行っていきたい。

建設課

132 ５章 111 施策指標

居住誘導区域人口比率とは
どのような数値なのか。

市内総人口に占める、糸魚川
（糸魚川駅・押上新駅周辺）、
能生（能生駅から北側）、青海
地域（姫川左岸側 須沢・八久
保）に設定している居住誘導
区域内人口の割合である。

居住誘導区域人口比率 総人口に占める居住誘導区
域内人口の割合

都市政策課

133 ５章 111 イメージ図

計画策定時から使っている図
である。今後の７年間もこれ
を使っていくのか。糸魚川市
内の具体的なイメージが湧く
ものがよいのではないか。

イメージ図の変更について、
検討する。

コンパクト・プラス・ネットワー
クを実現するための「立地適
正化計画」イメージ

立地適正化計画において設
定している都市機能誘導区
域と居住誘導区域
（図修正）

都市政策課

134 ５章 114 現状と課題

親不知道路の現状と課題で、
別線ルートによる抜本的な対
策が必要とあるが、令和2年3
月に別線ルートでの事業化が
決定しているので、この表現
はいらないのではないか。

別線ルートでの事業化となっ
ておりますが、ルート自体の
測量等を現在も行っており、
国とも協議確認した上で表現
を見直します。

…課題を抱えており、別線
ルートによる抜本的な対策が
必要です。

…課題を抱えていることか
ら、新規事業化された親不知
道路事業の別線ルート建設を
推進しています。

建設課

135 ５章 116 現状と課題

空き家活用を抜本的に行う必
要がある。

空き家実態調査データ（R2年
度）を基に所有者アンケートを
実施し利活用の増に結び付
けたい。

修正なし 修正なし

企画定住課

136 ５章 116 トピック
数値の縦計と横計が合わな
いが理由は。

計算が合うように欄を設けた
い。

（修正） 再登録数及び除却数を加え
修正 企画定住課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

137 ５章 117 施策の方向

リノベーションモデルの提案
等、空き家の利活用方法を積
極的に行うべきである。空き
家は移住定住の受け皿とな
る。

改修前後や費用面等も情報
発信するとともに宅建協会と
も連携していく。

修正なし 修正なし

企画定住課

138 ５章 117 施策の方向
リノベーション物件の空き家
見学ツアーの実施はいかが
か。

いえかつ糸魚川との連携で今
年度に実施予定である。

修正なし 修正なし
企画定住課

139 ５章 117 施策の方向

空き家バンク物件に登録済み
である旨の表示物を掲示する
ことで利活用の促進とならな
いか。

空き家物件を示すことでの防
犯面及び不動産面での法的
関係を早急に確認したい。

修正なし 修正なし

企画定住課

140 ５章 117 施策の方向

⑤公園の整備と適切な維持
管理において、現在、点検は
どのようにやっていて、その
結果をどのように報告してい
るか。

定期的な点検は年1回委託業
者へお願いしており、その他
でも大型連休の前等は職員
で点検しています。また、そこ
で確認報告をうけた不具合箇
所は簡易なものはすぐに修繕
しますし、長寿命化計画にあ
る遊具については、交付金申
請をし、更新する対応をして
います。

修正なし 修正なし

建設課

141 ６章 120 トピック

トピック等に「ＤＸ」の文言を入
れて計画を推進して欲しい。

国の策定した計画、手順書に
従って、当市の推進計画も策
定し、デジタル化を進めてい
きたい。

（追加） ・「●現状と課題」の一番目に
「国の策定した「デジタル・ガ
バメント実行計画」に基づい
て､社会全体のＤＸ（デジタル・
トランスフォーメーション）を進
めていく必要があります。」を
追加する。
・トピックを別紙の表に差し替
える。

総務課

142 ６章 124 トピック

トピック指標の実質公債費比
率の説明がないため、数値の
大小で財政が良いか悪いか
わからない。

注釈をつけてわかりやすく説
明する。

（追加） 実質公債費比率は、財政健
全化判断比率の一つで、数
値の上昇は財政状況の悪化
を示しています。この比率が
18％以上になると地方債発行
に県知事の許可が必要にな
り、25％以上になると地方債
の発行が制限されます。

財政課



原案 修正案
№ 区分

計画への反映
担当課回答意見・質問項目ページ

143 ６章 125 施策の方向

指定管理者制度、第３セク
ターの見直しについて記載す
べき。

第２節の行政改革の実際の
取組の中で行うものと考えて
いる。

基本構想・117ページで修正
多様化する市民ニーズに柔
軟に対応するため、民間活力
の活用による公共サービスの
提供に向けて公民連携の取
組を推進します。

多様化する市民ニーズに柔
軟に対応するため、公共サー
ビス・公共施設の目的やあり
方を再確認し、必要な見直し
を行います。

財政課


